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爽
や
か
な
季
節
を
迎
え
、
村

民
の
皆
様
は
じ
め
出
郷
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
祥
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
知
夫
里
の
夏

は
、
台
風
や
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響
に
よ
り
、
梅
雨
時
期
の

よ
う
な
天
候
ば
か
り
が
続
き
、
せ
っ
か
く
海
水
浴
を
楽
し
み
に
帰

省
さ
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、
と
て
も
歯
が
ゆ
い
盆
休
み
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
更
に
は
、
14
日
の
花
火
大
会
や
15
日

の
盆
踊
り
も
雨
の
影
響
で
、
何
か
、
い
ま
ひ
と
つ
達
成
感
を
得
な

い
中
途
半
端
な
も
の
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
全
国
各
地
で
猛
烈
な
局
地
的

集
中
豪
雨
に
み
ま
わ
れ
、
尊
い
人
命
も
含
め
甚
大
な
被
害
に
あ
わ

れ
た
地
域
も
多
数
あ
る
中
、
本
村
で
は
そ
う
い
っ
た
被
害
が
全
く

な
か
っ
た
分
、
平
穏
に
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

花
火
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
多
数
の
村
内
外
の
皆
様
か
ら
の
寄

付
金
に
よ
り
、
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
海
の
幸
、
山
の
幸
が
と
て
も
お
い
し
い
時
期
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
夏
の
日
照
不
足
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
か
、
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
又
、
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
出
郷
者
を
含
め
た

村
民
の
皆
様
の
平
穏
無
事
を
願
う
と
と
も
に
、
村
の
発
展
と
平
和

を
め
ざ
し
、
村
職
員
一
同
気
を
引
き
締
め
て
村
政
執
行
に
全
力
傾

注
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
は
じ
め
出
郷
者
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
村
政

運
営
に
対
し
、
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
、
並
び
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
残
暑
見
舞
い
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

6
月
定
例
議
会
は
6
月
25
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
案
件
は
10
件
で
す
べ
て

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
条
例
の
制
定
・
改
正

▽
知
夫
村
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

議
会
よ
り
、
井
尻
義
教
・
高
田
　
武
の
両

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
、
任
期
は
4
年
で
す
。

（
一
般
の
農
業
委
員
は
、
山
口
延
行
・
山
本
進
・

脇
坂
輝
文
・
敷
　
雄
治
　
各
氏
、
農
協
か
ら

は
向
濱
樽
幸
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
）

▽ 

職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
。

▽
育
児
奨
励
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
。

第
1
子
、
第
2
子
ま
で
は
奨
励
金
…
50
万

円
第
3
子
以
降
・
満
1
歳
の
誕
生
日
（
養
子
・

特
別
養
子
は
縁
組
後
1
年
経
過
）
に
50
万
円
、

満
2
歳
の
誕
生
日
に
50
万
円
（
養
子
・
特
別

養
子
は
縁
組
後
2
年
経
過
後
）

▽
知
夫
村
福
祉
医
療
条
例
の
一
部
改
正
。

認
定
基
準
の
改
正
・
入
院
、
通
院
の
助
成

額
の
増
加
。

そ
の
他
詳
し
い
事
は
担
当
者
ま
で

一
般
質
問

今
回
の
議
会
で
2
名
の
議
員
か
ら
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

質
問
・
回
答
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
。
全
記

録
は
議
会
事
務
局
に
て
公
開
い
た
し
ま
す
。

（
高
田
議
員
）

今
回
の
改
正
は
養
子

縁
組
関
係
に
も
育
児
奨

励
金
を
支
給
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
2
子
ま
で
の
支
給
日
は

い
つ
に
な
り
ま
す
か
。

（
村
民
福
祉
課
長
）

第
1
子
・
第
2
子
は
50
万
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
1
歳
の
誕
生
日
の
支
給
と
な

り
ま
す
、
養
子
縁
組
の
場
合
も
、
縁
組
後

1
年
の
ち
の
支
給
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
向
濱
議
員
）

奨
励
金
を
支
給
さ

れ
た
後
に
養
子
縁
組

解
消
を
し
た
場
合
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

（
村
民
福
祉
課
長
）

そ
う
い
う
事
例
に
関
し
ま
し
て
は
、
例

え
ば
、
出
産
1
年
後
奨
励
金
を
支
給
し
た

後
転
出
し
た
場
合
等
に
返
還
が
出
来
る

か
と
い
う
と
規
定
上
出
来
な
い
訳
で
す

の
で
、
そ
の
辺
の
歯
止
め
に
つ
い
て
は
又

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
田
議
員
）

福
祉
医
療
費
の
限
度
額
が
大
幅
に
あ

が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
差
額
分
は

県
、
又
は
国
か
ら
何
ら
か
の
補
助
が
あ
る

わ
け
で
す
か
。

（
村
民
福
祉
課
長
）

県
の
指
導
の
も
と
改
正
し
た
も
の
で
、

補
助
金
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
・
回
答
等
は
事
務
局
に

て
公
開
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

6
月
定
例
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議会
だより

知
夫
村
長

　

福
　
山
　
孝
　
行

村
長
ご
あ
い
さ
つ

議案審議中の議員
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最後はやはり餅撒きで

お腹すい
たねぇ～

食べよう
！

食べよう

　（﨑山次朗さん）

手づくり品がどっさり

焼うどん大盛り
　サービス
　しますよ～

保育所の子供たちの歌と踊り

教育委員会

永海小学校長（左）、黒田先
生（右）の息の合ったキン
ニャモニャ

上手！  上手！の拍手 1 区特選に輝いた山本進さんと“なかはなみつ”

悪が
勝つ

（？
）

隠岐郡の牛の共進会で

山本進さんの「なかはなみつ」が

1区特選の首席に輝きました。

4月26日、晴天に恵まれて第8回「野だいこん祭」が

松田隠岐の島町長、升谷西ノ島町長、山内海士町長が臨

席する中開催され、仁夫里浜公園の臨時舞台での演芸に、

大人も子どもも賑やかで楽しい1日を過ごしました。

野だいこん祭
知夫里

そ
れ
!!

銭
餅
だ
〜
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6
月
26
日
、
隠
岐
島
の
視
察

に
新
藤
総
務
大
臣
が
来
島

さ
れ
ま
し
た
。
知
夫
の
赤
ハ
ゲ
山

に
登
り
、
雄
大
な
自
然
を
鑑
賞
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
離
島
の
取
り

組
み
方
、
限
界
集
落
に
な
ら
な
い

た
め
の
生
き
残
り
等
、
離
島
が
抱

え
る
沢
山
の
課
題
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
の
で
す
が
…
。

5
月の吉日、高齢者生活福祉センター招福苑主催の「幼な

じみ赤ハゲ山遠足」が行われました。普段はなかなか登

れないのですが、幼なじみとの遠足ということで、気持ちは

20歳 !!　はい！　皆さんいい顔してください !!

知
夫
里
朝
起
き
会（
昭
和
40

年
4
月
発
足
）
で
は
、
毎

朝
6
時
30
分
か
ら
45
分
の
間
、

小
中
学
校
校
庭
で
、
雨
の
日
は

校
舎
の
ピ
ロ
テ
ィ
で
、
ま
た
は
一

宮
神
社
前
で
と
、
そ
の
時
々
に

見
合
っ
た
場
所
で
48
年
間
も
の

長
き
に
わ
た
り
、
50
〜
80
代
の

中
高
年
の
み
な
さ
ん
が
ラ
ジ
オ

体
操
を
継
続
し
て
お
ら
れ
ま
す

（
48
年
前
だ
と
、
立
派
な
若
者
で

す
？
）。

夏
休
み
に
は
地
区
の
子
供
達

6
月
11
日
、
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
仲
摩

匠
平
さ
ん
と
曳
野
康
久
さ
ん
が
、
「
夢
授
業
」
と
し
て

知
夫
小
中
学
校
生
徒
に
、

ド
リ
ブ
ル
、
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
、
シ
ュ
ー
ト
と
さ
ま
ざ

ま
な
練
習
指
導
を
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
14
日
に

島
前
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
控
え
て
、

子
供
達
も
プ
ロ
の
技
を

少
し
で
も
身
に
つ
け
よ

う
と
一
生
懸
命
に
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。

や
帰
省
し
た
子
供
達
も
参
加
し

て
、
賑
や
か
な
明
る
い
声
が
響

き
ま
す
。
参
加
人
数
40
人
の
日

も
あ
れ
ば
5
人
の
日
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、お
互
い
が
声

を
掛
け
合
い
、
健
康
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
か
ね
て
続
け
て

き
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
今
回「
か
ん
ぽ
生

命
」
よ
り
ラ
ジ
オ
体
操
優
良
団

体
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
30
〜
40
代
の
皆
さ

ん
も
、
♪
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
〜
♪

ラジオ体操優良団体
島根県表彰

幼なじみ会集合！

知
夫
村
に

総
務
大
臣
来
島
!!

子
供
達
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
楽
し
さ
を

知夫里島を中心とした方位盤の上で

ラジオ体操表彰　代表・仲克忠さん（右から3人目）

スサノオマジック仲摩匠平さん（左）と
曳野康久さん（右）と子供達

シュートの指導を受ける子供達

矢
田
定
子
（
86
）

（
職
員 

鈴
木
）

（
敬
称
略
）

（
職
員 

山
根
）

仲
瀬
祐
子
（
86
）

山
本
ク
ニ
子
（
89
）

谷
川
フ
デ
（
89
）

前
濱
玉
子
（
81
）

仲
　
ヨ
シ
（
93
）

向
濱
和
枝
（
86
）

前
横
タ
ケ
子
（
85
）

赤ハゲ山展望台にて説明をする村長（右が
新藤総務大臣）
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古
代
の
丸
木
舟
を
少
し
格
好
良
く
し
た
よ
う

な
、
何
と
も
頼
り
な
い
小
舟
！

　
な
ん
と
こ
の

小
舟
に
７
名
の
海
の
男
達
が
乗
船
、
加
賀
漁
港

か
ら
昔
な
が
ら
の
櫂
を
こ
ぎ
、
知
夫
の
港
に
寄

港
し
ま
し
た
（
ク
ル
ー
ザ
ー
、
漁
船
付
き
添
い
）
。

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念
と
し
て
の
交
流
で
す
。

当
日
の
海
は
お
だ
や
か
で
天
気
も
よ
く
「
よ
う

こ
そ
知
夫
へ
」
と
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

知
夫
村
に
漂
流
船
？！漕いできた丸木舟（幅60cm×長さ2m） 歓迎の挨拶（長浜漁協前）

一宮神社大祭り
今年は 2年に 1 度の一宮神社大祭でした。数年前からは、

氏子さんが主体で、各地区、有志からの応援により開催の運

びとなっており、青年団や婦人会等が消滅した現在、演芸の

披露は難しいものとなっております。が、そこはやはり、知

夫里名物の一宮大祭、頑張りました。神楽舞の奉納から始ま

り笑い声の響く賑やかなお祭となりました。

｛一宮神社の御神様、村人の幸せを御願い立て奉り候｝あざみ会の踊り

三角哲丸さん（左2人目）と大阪花の会の皆さんの銭太鼓

奉納神楽「神子舞」番谷美穂（右）と美月親子

演芸を観る村民、皆さん楽しんでいました

恒例の名物5人男（後列左から：野田、能海、濵、鈴木、高田）前列左から：並河、徳若、小新



サザエはどこだ?

バーベキュー　壺焼きおいしそう

郡、海岸通りの船つき場から 雨なんてなんのその!!　若さだよ、イェ～イ!!

6

今
年もお盆の14日、恒例の花火大会が開催されました。今年は朝か

ら大雨で果たして打ち上げが出来るだろうか、と心配されました

が幸いにも午後 8時打ち上げ開始時刻には小雨となり、見事な花火が打

ち上がりました。沢山の出郷者の方々や村民のご寄付により開催できま

した。皆さんも一度ふる里の花火を見に帰られませんか！

8
月2日（土）サザエのつかみ取りが渡津島で行われました。

浅瀬に沢山のサザエを撒き参加者が「せ～の～」で海に入り探し始めます。

恒
例の 8月14日知夫村で成人式が行われまし

た。今年は 1名参加の成人式となりました。

敷　湧也君（ホテル知夫の里勤務、多沢、まるやさ

んのお孫さん）。

　「まだ、実感は湧きませんが、一生懸命頑張りま

す！」との成人宣言でした。

成人式

花火大会

サザエのつかみ取り

敷　湧也君 佐次教育長福山村長井尻議長

知夫の

夏



知夫村では平成26年度、

光ファイバーを整備します。

知夫村役場　総務課

TEL：08514-8-2211

役場総務課からの
お知らせ

7

26年度最大事業“光ケーブル設置事業”がいよい

よ工事開始となりました。インターネットが超高速で各

家庭で使用できます。テレビも共聴アンテナが廃止と

なり村内すべてが安定受信できます。又福祉・医療・

防災などあらゆる分野で利用が可能になります。

それに伴い、次年度以降 空き家、

一時帰宅家屋でのテレビが今のま

までは映らないようになります。

引き続き空き家等でテレビを見

たい方は、役場総務課にお問い合

わせください。

お祓いを受ける関係者。安全に完成しますように…
知夫、海士、西ノ島合同稼働式

昨年度より進めておりました、島前三町村の戸籍

事務電算化稼働式典が知夫村の役場で行われまし

た。三町村合同の戸籍システムは知夫村役場内に設

置されました。（手書きの戸籍はもう見られません）。

島前三町村
戸籍システム電算化

情報通信環境
整備事業開始

知
夫
村
の
地
域
福
祉
の
向
上
や
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
地
域
資
源
の
保

全
、
活
用
等
を
図
る
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
「
知
夫
里
」
へ
の
想
い
を
持
つ
方
や

応
援
す
る
方
々
か
ら
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
平
成
26
年
度
に
お
い
て
も
8
月
末
現
在
、
4
名
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
知
夫
村
の
特
産
品
を
贈
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
特
産
品
に
つ
い
て
は
時
期
に
よ
り
内
容
が
変
更
い
た

し
ま
す
）

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
制
度
は
今
後
も
継
続
し
ま
す
。
皆

様
方
に
は
ご
無
理
の
な
い
範
囲
で
今
後
も
ご
協
力
を
戴
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

小
玉
　
博
幸

様
（
神
奈
川
県
）

山
田
由
美
子

様
（
大
阪
府
）

宿
　
　
俊
明

様
（
奈
良
県
）

匿
名
希
望

　
1
名

寄
附
者
ご
芳
名

（
順
不
同
）

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
お
礼

寄
付
金
額

特

産

品

1
〜
5
万
円
未
満

5
千
円
相
当

5
〜
10
万
円
未
満

1
万
円
相
当

10
万
円
〜

2
万
円
相
当
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本年度、環境省からの補助金を受けて、島津島の海岸清掃

並びに赤ハゲ山の村指定文化財である「名垣」の修復をして

います。島津島は南方系のハマボウ等珍しい植物が生育する

島ですが、発砲スチロールをはじめとする漂流物により生育が

妨げられるため、海岸清掃を実施しています。又赤ハゲ山の

名垣の草原景観、リアス式海岸の女性美が美しい島津島の景

観は訪れる人の心に感動を与えています。昨年、隠岐世界ジ

オパークに認定を受け観光資源としての活用に注目をしている

ところです。故郷の自然資源を後世に残すべく努力しています。

平成26年度

環境省グリーンワーカー並び
マリンワーカー事業実施中 ! !

観光振興課

だより

宮島　舞さん
本年４月から東京より赴任してきま
した。隠岐世界ジオパークに伴う観光振
興を担当させていただいております。
知夫村の人情味の厚さと恵まれた自
然がとても好きです。静かで海の見える
生活、温かい島の方々とのふれあいで穏
やかな毎日です。
イベントのお手伝い等、村の為にお役
に立ちたいと思っております。観光協会
の方におりますので、気軽にお声をおか
け下さい。

職員紹介

名垣

島津島海岸清掃

名垣石積み作業

ふ
る
里
か
ら
の
便
り

村
民
の
方
か
ら
の
便
り
を
一
通
掲
載
い
た
し
ま
す
。

出
郷
者
の
皆
様
、
ご
健
勝
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
都
会

で
の
生
活
が
第
二
の
ふ
る
里
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
沢
山
い

ら
っ
し
ゃ
る
事
と
思
い
ま
す
。

長
ら
く
お
里
帰
り
を
な
さ
っ
て
い
な
い
皆
様
の
お
家
、
敷
地
、

お
墓
が
ど
ん
な
姿
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
想
像
し
た
こ
と
が
お

あ
り
で
し
ょ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
が
、
草
、
木
が
茂
り
ジ
ャ
ン
グ

ル
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
近
隣
の
方
々
が
善
意
で
自
分
の
と
こ
ろ
と
一
緒

に
手
入
れ
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
人
々
も
年
を
と
り
自
分

の
と
こ
ろ
で
精
一
杯
の
状
況
と
な
り
、
気
持
ち
に
身
体
が
追
い

つ
き
ま
せ
ん
。

思
い
当
た
る
方
は
、
今
一
度
ふ
る
里
を
思
い
出
し
、
残
さ
れ

た
家
、
敷
地
、
お
墓
の
管
理
対
策
を
考
え
て
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。
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「
お
手
だ
ま

数
え
う
た
」

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

 

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

　
　
平
成
26
年
4
月
〜

平
成
26
年
8
月
31
日

山
口

　
晴
嵩

　
保
護
者

　
父

　
真
樹

仲
瀬

　
友
里

　
保
護
者
　
父
　
理
弘

井
田

　
陸
斗

　
保
護
者
　
父
　
将
人

前
川

　
尚
輝

　
保
護
者

　
父

　
郁
雄

徳
田

　
幸
穂

　
保
護
者

　
父

　
久
志

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

横
川

　
　
貢
（
68
） 

多
沢

山
口

　
裕
子
（
90
） 

仁
夫

鹿
島

　
　
賢
（
71
） 

大
江

高
田

　
一
子
（
88
） 

大
江

宮
谷
イ
シ
子
（
92
） 

郡

山
根

　
和
博
（
59
） 

多
沢

南
　
不
二
江
（
95
） 

仁
夫

前
川

　
立
雄
（
85
） 

来
居

山
口

　
ヲ
ト
（
89
） 

仁
夫

隠
木

　
カ
ネ
（
96
） 

古
海

安
田

　
フ
サ
（
92
） 

仁
夫

田
下

　
好
友
（
88
） 

大
江

鹿
島

　
セ
ツ
（
77
） 

多
沢

道
下

　
郁
子
（
80
） 

古
海

前
原
　
キ
ク
（
99
） 

郡

小
幡

　
将
大 

岡
山
市

山
田
　
真
奈 

仁
夫

山
本

　
　
淳 

山
梨
県

井
田

　
沙
織 

仁
夫

金
築

　
芳
典 

来
居

古
本

　
陽
子 

広
島
市

岡
山

　
紘
介 

薄
毛

安
井

　
七
菜 

長
崎
県

向
濱

　
俊
明 

来
居

近
藤

　
　
香 

徳
島
県

金
一
封

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♬
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、

こ
ぶ
な
釣
り
し
か
の
川
♬

誰
も
が
一
度
は
口
ず
さ
ん
だ
事
は
あ
る
で
し
ょ
う
、
童
謡
ふ
る

里
、
そ
の
ふ
る
里
へ
の
思
い
を
絵
に
描
き
続
け
る
方
が
居
ま
す
。
向

濱
　
孝
さ
ん
（
68
歳
…
高
槻
市
在
住
）
一
筆
、
一
筆
ふ
る
里
の
思

い
、
懐
か
し
さ
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
置
い
て
描
い
て
い
き
ま
す
。
隠

岐
の
良
さ
を
都
会
の
人
々
に
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
、
足
を
運
ん
で

も
ら
お
う
と
、
ふ
る
里
の
ア
ピ
ー
ル
を
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

〈
広
報
郵
送
料
〉
（
敬
称
略
）

●
山
下
　
光
子
（
神
戸
市
）

●
西
山

　
禮
子
（
横
浜
市
）

●
山
本
伊
勢
夫
（
和
歌
山
県
）

●
道
川

　
俊
光
（
加
古
川
市
）

昔
懐
か
し
い
、
お
て
だ
ま
（
昔
は
、
こ
う

ぶ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
）
の
数
え
歌
を
知
ら

せ
て
く
だ
さ
っ
た
出
郷
者
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
。

「
天
神
様
と
い
う
ひ
と
は
、
お
人
名
は
菅
原
道
真
公
、

学
問
高
く
、
と
き
高
く
、
君
に
忠
儀
の
こ
こ
ろ
は
厚
い

賜
り
た
い
し
お
ん
こ
ろ
も
、
と
り
い
に
し
て
は
天
皇
の

あ
つ
き
尊
と
な
り
た
ま
う
、
あ
と
は
と
ん
や
の
人
の
か
が
み
」

今
で
は
、
知
夫
で
は
聞
い
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
？
十
年
前
の
、

お
か
っ
ぱ
頭
や
、
坊
主
頭
で
、
遊
ぶ
子
供
達
の
姿
が
浮
か
び
ま
す
。

本
当
に
懐
か
し
い
、
の
ん
び
り
と
し
た
知
夫
村
の
情
景
が
思
い
だ

さ
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
無
形
の
も
の
は
語
り
継
い
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

●
山
本

　
春
知
（
東
京
都
）

●
山
　
　
弥
一
（
北
九
州
市
）

●
山
口
　
由
則
（
北
九
州
市
）

●
鶴
谷
　
　
恒
（
川
崎
市
）

●
前
浜

　
嘉
男
（
神
戸
市
）

●
濱
　
　
直
美
（
北
九
州
市
）

●
笠
石
　
冨
子
（
北
九
州
市
）

●
宿

　
　
俊
明
（
奈
良
市
）

●
向
濱

　
　
孝
（
高
槻
市
）

●
匿
名
希
望

　
　
二
名

ふ
る
里
を
懐
か
し
む

渡
部
　
佑
一 

大
江

齋
藤
　
由
那 

山
形
県

稲
田

　
仁
一 

大
阪
市

松
下

　
ゆ
か
り 

仁
夫

田
中

　
　
司 

多
沢

松
崎
　
瑠
理 

奥
出
雲

「
お
手
だ
ま

数
え
う
た
」
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人口●593人（男：298人・女：295人）　世帯数●336世帯　65歳以上人口比率●47.218%村の人口（平成26年8月31日現在）

発 

行
／
知
夫
村
　
〒
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０
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０
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隠
岐
郡
知
夫
村
１
０
６
５

番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
tel
０
８
５
１
４
・
８
・
２
２
１
１
　
fax
０
８
５
１
４
・
８
・
２
０
９
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 h

ttp
:/
/
w
w
w
.c
h
ib
u
-v
ill.c
o
m

　
　

e
-m
a
il:o
c
e
a
n
-d
re
a
m
@
c
h
ib
u
.jp

編

集

後

記

暑
さ
、
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
、
古
人
は
本
当
に

良
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
９
月

に
入
る
と
も
う
す
っ
か
り
秋
の
風
が
吹
き
人
恋

し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
、
ふ
る
里
の
山
々
が

紅
葉
に
染
ま
る
の
も
も
う
間
近
で
す
。
沢
山
の

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
村
尾
）

ホテル知夫の里では、調理人、調理人補助（未経験者可）を募集

しています。自然豊かな食材をもとに腕を振るっていただく方是非、

ご一報お待ちしています。

詳しくは、ホテル知夫の里 08514－8－2500 まで

募

集

知夫村職員第2回採用試験募集案内

１受付期間及び時間

平成26年９月１日㈪から11月７日㈮まで８時30

分から17時15分まで郵送による場合は、11月７日

㈮までの消印のあるものに限り受付けます。

２職種・職務内容・募集人員

職　種 職務内容 募集人員

一般行政職 知夫村一般行政事務に

従事します。

１名程度

技能労務職 村営バスその他土木系

現業職に従事します。

１名程度

３受験資格

ア　昭和54年４月２日以後に出生の者。

　　（平成27年４月１日現在満35歳までの者）

イ  　普通自動車運転免許取得又は、平成27年３

月末までに取得見込みの者。

ウ  　技能労務職については大型自動車運転免許

取得又は５年以内に大型自動車運転免許を自

費取得可能な者。

４欠格条項

地方公務員法第16条に定める欠格条項に該当す

る者は受験できません。

ア　日本の国籍を有しない人

イ  　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を

含む）

ウ  　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わ

るまで又はその執行を受けることがなくなる

までの者。

エ  　日本国憲法施行の日以降において、日本国

憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成

し、又はこれに加入した者。

６採用時期及び採用後の条件

ア  　採用時期は、平成27年４月１日を予定して

います。

イ　採用後は、知夫村内に居住してください。

７給与及び勤務時間

⑴給与

知夫村の給与に関する条例に基づき支給され

ます。

採用日における満年齢及び経験により初任給

を決定します。

一般行政職　高校卒初任給 138,600円

技能労務職　高校卒初任給 135,800円

※  このほか扶養手当、通勤手当、住居手当、期末・

勤勉手当等がそれぞれの支給条件に応じて支

給されます。

受験手続き、その他この試験についての問い合

わせは下記までお願いします。

〒684－0102  島根県隠岐郡知夫村1065番地

知夫村役場総務課

TEL：（08514）8－2211 　FAX：（08514）8－2093 

mail：t.w.712@chibu.jp 

H　P：http://chibu-vill.com/

平成26年度

（平成27年4月1日採用）

試験日　平成26年11月23日（日）


